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研究要旨 
 急性肝炎に関する疫学情報は少ない。本研究では、感染症法を基に感染症サーベイランス事業で届け出さ
れた急性肝炎症例について解析した。最近、急性 B 型肝炎は減少している可能性が示された、さらに、HIV
陽性男性同性愛者が多い定点医療施設での急性肝炎のモニターリングの有効性について報告する（本研究は
感染研疫学センターと共同で行われた）。 
 

A. 研究目的 
 本研究では、感染症法のもとで診断・報告された
急性肝炎について報告する。さらに、日本有数の繁
華街に近い HIV 陽性男性同性愛者が多い定点医療機
関で急性肝炎の発生動向を解析する。 

急性肝炎の発生動向の把握は、1987 年に感染症サ
ーベイランス事業の対象に加えられ、全国約 500 カ
所の定点病院からの調査として開始された。その後、
1999 年 4 月の感染症法施行により、四類感染症の
「急性ウイルス性肝炎」として全数把握疾患となり、
さらに 2003 年 11 月の感染症法の改正に伴い四類（A, 
E 型肝炎）、五類感染症（B, C 型肝炎等）に分類され、
その発生動向が監視されている。 
 

B. 研究方法 

(1) 感染症サーベイランス事業による急性肝炎の
疫学 

急性肝炎に関する疫学情報は少ない。本邦での感
染症法に基づく感染症サーベイランスは感染源の発
生や流行を探知することができ、蔓延を防ぐための
対策や医療従事者、国民への情報提供に役立ってい
る。本研究では届け出された急性肝炎症例の年別発
生状況、年齢別分布、都道府県別報告状況、症状、
感染経路等について解析した。 
 

(2) 定点医療施設における急性肝炎の観察 
2012 年より、日本有数の繁華街に近い HIV 陽性男

性同性愛者が多い医療施設で急性肝炎の定点観察を
行っている。定点医療施設における急性 A 型肝炎、
急性 C 型肝炎の遺伝子レベルでの解析を行った。 

 
（倫理面への配慮） 
 情報については匿名化し、研究班では個人情報を
保持しない。また、情報公開の際も個人を識別でき
る情報は排除する。 
 

C. 研究結果 

(1) 感染症サーベイランス事業による急性肝炎の
疫学 
 急性 B 型肝炎は 1999 年から 2003 年ごろまでは減
少していた。2004 年ごろから 200 症例程度で変化
がなかった。しかし、2016 年頃から減少傾向が見ら
れている。感染ルートは性的接触が６割を占め、残
り４割は原因不明が中心であった。原因不明は減少
傾向にあるが、性的接触は 2009 年頃から増加傾向
に転じ、男性、特に男性同性愛者の増加が著名であ
った。地域別では、全国の県で減少傾向にあるが、
東京都は増加傾向にあった。 

急性 A 型肝炎全国的な流行が見られた 2014 年
（433 例）を除き、年間約 100～300 例で推移して
いたが、2018 年は急激な増加を認め、男性の性的接
触が多く、特に男性同性間性的接触の報告数が多か
った。2010, 2014, 2018 年と 4 年ごとに多い年があ
るが、2019 年も例年より多かった。 

 
(2) 定点医療施設における急性肝炎の観察 

近年、急性肝炎は性感染症としての傾向が大きく
なっている。そこで、定点観察機関として日本有数
の繁華街に近い診療所を選択した。この HIV 陽性男
性同性愛者の多い定点医療施設における急性 A 型肝
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炎は 2012 年から 2017 年まで発生がなかったが、
2018 年 1 月に報告され、5 月まで増加を続けた。そ
こで HA ワクチン接種を勧奨したところ、6 月以降
急性 A 型肝炎は減少に転じ、8 月には発生がなくな
った。HAV 抗体価について調べたところ、急性 A 型
肝炎感染防御可能と考えられている 1 以上は 329 名
（81％）であり、1 以下は 75 名であった。

急性 C 型肝炎は 2012 年 5 人、2013 年 0 人、2014
年 3 人、2015 年 1 人、2016 年 6 人、2017 年 1 人、
2018 年 2 人、2019 年 2 人であった。塩基配列を比
較したところ、2019 年の症例 O は 2014 年の F, G と、
2016 年の H, I, L とホモロジーが高かった。一方、
2019 年の症例 P は 2012 年の C、2014 年の D, E と
ホモロジーが高かった。

D. 考察
急性 B 型肝炎は減少傾向にあるものの、性感染症

としての傾向が強くなり、特に東京都等の大都市で
の性感染症対策が重要であると考えられた。近年、
男性同性間性的接触の報告数が多かった急性 A 型肝
炎については、定点医療施設において、高リスク者
へのワクチン接種の推奨が急性 A 型肝炎の鎮圧に有
効と考えられた。急性 C 型肝炎の定点医療施設にお
ける観察では同じHCV株由来と考えられる感染が継
続的に観察されたことから、繰り返す感染の機会が
存在し、啓発効果が不十分であることが考えられた。 

E. 結論
急性 B 型肝炎の発生動向調査は予防対策、啓発活

動に有効であると考えられる。さらに、定点医療機
関での観察により、急性 A 型肝炎のアウトブレイク
を早期に発見することができ、ワクチン接種の推奨
で封じ込めに成功できたことから、東京都心の繁華
街に近い HIV 陽性男性同性愛者の多い医療機関での
定点モニターリングは性感染症の早期発見に有効で
ある。
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2. 実用新案登録 
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